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0
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光
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萠
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：
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？
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。
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萬
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內
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憂
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得
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騰
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烦
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。
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又
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潰
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る
■

日

く

i

島
侯
は
づ

_

を
領
し
て
僅

1

ニ
萬
餘

.
石
の
.

祿
な
る
が

#

紙
.

人
參
、其
の
他
諸
の
貨 

物
-?
:

*

だ
賤
く
質
入
れ
、

1

國
k

て
占
め
て
、甚
だ
貴
く
賣
々
出
す
故
に
、二
十
；
石
の
：諸
候
^
あ 

し
て
猶
餘

裕

あ
{

ぺ七六

)

松

前

忍

は
松
前
を
領
し
て
、七

千

石
の

祿
な
る
が
、_
の
土
産

ど
、
© ̂
 

の
貨
物

?:

占
て
貴
く
寶
る
故

^

、五
萬
石
の

.

諸
侯
'も
及
.

ば
ざ
る
程
の
富

S
办
、石

州
の
m

和
野
候 

は
四
M

.

石
餘
の
祿
，な

^

が
、板
紙
を
製
出
し

て

、

是
を
占
め
て
賣
る
故

R

+

五
萬
石
の
祿

^

此
す
* 

同

少

F

田

侯

も
得
和
野

便
ド

傚
.ひ
て
、板
紙
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造
6

出
す
故

k
、
-3
£
-萬
石
の
祿

k

て
、十
潭
石
餘

の 

富
?:

な
す
ど
云
久
藤
摩
は

.

本
y

大
國
な
れ
ざ
も
、琉
鍊
の
貨
物
を
占
め
て
寶
ぅ
出
す
故

K

其
.
 

の
t

^

^

^

.

^

肪
れ
た
ぅ
中
篆
の
貨
物
も
琉
球

^

傳
へ
て
、薩
摩
^
來
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藤
摩
.ょ
々
此
方
の
諸 

國
k

流
布
す
る
ミ

W

多
L

、對
馬
、藤
靡
，松

.

前
は
皆
外
國
の
貨
物
を
占
め
て
、一，
國
ょ
ぅ
賣
ぅ
出
せ 

ば
、他
の
諸
候
の
比
類
す
る
所

^

非
ず
、津
和
野
、濱
田
の
如

&

は
、其
土
地
の
產
物
を
占
め
て
、各

| 

國
ょ
：办
賣
出
し
て
、國
用

^

饒
な
心
、新
當
侯
は
紀
侯
の
上
卿
に
て
、三
萬
石
の
祿
な
る

が

、

熊
野
の 

"

海
物
產
を
占
め
て
賣

{

出
し
.

て、富
十

M

石
k

,

比
す

ビ

云：ふ

"-
,

z 
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R

春
臺
の
擧
^
る
例
に 

依
つ
て
も
す
で

^

酱
時
各
諸
候
が
漸
次
^
商
業
化
し
つ
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あ
つ
た
乙

^

は
明
か
で

.

あ
る
。
實 

傺
が
す
で
紀
理
論

^

先
立
た
ん
ミ
し
て
ゐ
る
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漭

臺
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ふ
。

凡

そ

如
何
な
る

國

R

於

い

て

も
何
等
か
の
產
物
の
な
い
ビ

云

ふ
國
は
な

い 

で
あ
ら
ぅ
。

仑
れ
等

.の
土
產
の
製
造

?:
獎
勵
し
、.こ

れ

を

宮

營

に

依
つ

て
他
の

國

々
に

販
賣
す 

る

.0「

今
若
し
其
國
主
よ

み

金
を

出
し

て、淇
國

0

土
產
貨
物

を
悉

く
買
取
ら
ん
に
、民

.の
坐
ら
他 

所
の
商
人

^

賣

.る
ビ
、他
所

^

旅
行
し

.て、行
家

に
就
さ
て
賣
る
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雨
様

.の
價

を

:
a辨

し
そ
、
其

價 

よ
々
少
し
貴
く
買
収
る

も
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く

の
貨
物
を
ー

.所
に
；集
め
ン
て
。江

^

大
坂

の
如
き

都

會
k

送
6

て
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庫

^
藏
し
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さ
て
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價
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&
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賣
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出
さ

ば
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の
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k
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る
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ベ
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ふ

^

對
し
そ
の
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ふ
.る

:̂M

ろ
で
あ
る
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來

0

消
極
的
節
儉
論

*

レ
入
以
爲
レ

^

_
は
對
し
、

v>
3

、
か
異
色
あ
る 

も

の

€
云
ふ
べ
含
で
あ
ら
ぅ
。
彼
は
斷
乎

ビ

し

て
云
，ふ
。
：「

三
ノ
年
®

年
：の
中

^

は、必
ず
其
國
を 

富
ま
す
べ
し

j

ど
:0
:し
か
：も
利
得
追
求
の

#

*

に
對
し
て
は
べ
今
縣
宵
長
崎
に
て
、海
舶
の
，貨
物
を 

質
取
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て
、海
內

R

賣
彡
出
さ
る
、
は
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し
く
市
賈
な
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V
諸
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其
國
の

±

產
を
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で
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所

^
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賈
身
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#

る
所
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ら
ん
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>
て、

:
:'

:
.
:

泰

筆

が

か

ぐ

の

如
&

議

論

を

な

す
^

至
：
つ
作
の
はH

候

の

商

嚷

化
^

對
す

る

：
 

一
^

0
JJ
1

!•論

第
二
十
i
 

(

s

o
九)

JE
德
尊
保
時
代
：の
社
會
經
濟
襲
說
！
 

笫
九
'號
：

五
九
：



茳

f

卷

.

c
l
l
i
)

 

時
代
：の

畫

_

論
 

：：

実

號

';
3

 

的
根
據

I

供
す

1

1

5

る
1

/

ら
ぅ
^

f 

.
て

し

ブ

k

，北
ま

^V

進

ん

，：で

商

業

を

疋

當

化

す

：る

根

本

.

的
論
»
を
提
供
し
た
わ 

け
で
は
な
か

3

た
。：

唯
他
f

の

問

題

n

i

l

す

る

ネ
0

 

S

裏

意

2

"

る
I

ぶ
。，
I

I

繁

襄

化

I

し
I

農
S

S
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様
s

 

f

宴

す

る
問

題

で
あ
る
°

即

も

田

地

永

代

賣

罵

禁
Jt
の
問
題
で

あ

る
0 

寬
永
二
十
年
三

M

百
姓
の
流
浪
：を
防

t

,

又
富
豪
兼
併

.

の
轉
寄

I

た
ん
が
た
め

§

 

M

り
 

永
.

代，寶
、
5

轰

S

 

J

 

I 

s

 

s

i

止
し
1

:

?

の
質
地

S
 

?

て
ゐ
る

I

 

て
®

限
後
辨
濟
し
得
な
か
つ
た

.

時
は
、金
額

k

應
じ
て
、五
六
十
日
又
は
七
八
十
日
の
猶
豫
を
命 

な
t

ぎ
f

し
な
か
つ

f

揚
哈
k

は
延
期
を
許

^

ず
、流
地

R

す
る

Z 

€ 

>
な
つ
て
ゐ
た
。

し 

ヵ
し
そ
の
た
め
纪
土
地
の
兼
併

^

る
、
傾
向
は

益
V

烈
し
ぐ
、
往

々
R

し
$
町
人
の
手

k

歸
し 

.

丨
匁
ィ
«

禁
JH

の

糈

乖

る

か

-:
'
6
>。享
保
六
年
十
ニ
月
^
質
田
地
を
流
地
ど
し 

な

S

こ
S

定
あ
た
。
.

他
方
又
名
主
の
高
二
十

®

以
內
、百
姓

.

の
.高
十

石
、
土

地
i

內
を
所 

?

る
も
の
ド
對
し
、田
畠
の
分
割
相

?

禁
止
し
ピ
れ

S

背
せ
る
遺
言
は
無

f

し
气

力
く
し
て

T?

姓
の
家
資
分

f

防
ぎ
、そ
の

.

窮
乏
を
'

妨

が

ん
ど
し
た
の
で
あ
る
。

し

t

金
融
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•
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め
實
際
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的

禁
止
は
こ
れ
等
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の
法
文
を
殆
ざ
無
效
の

も

の
k

し
た
o

し
か
も

乙

れ
R

對
す
る
良 

P

取
締
法
も
な

.

い。
そ
こ
で
吉
宗
の
御
定
書
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編
纂
す
る

JC

際
し
、大
岡
忠
相
等
は

こ

れ

が

廢 

止
を
具

•

.し

.

た
。，，然
る

1C

吉
宗
は

,

$

抓
か
わ
添
影
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和

4

泰
か
取

.

# >

かヶ

1

1

 

b

0 >
X

J 

附
.

淑
R

田
畑

賣
放
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檨
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こ
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上
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度
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定
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成
候
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者
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主
咎
も
輕
く
成

(
I

姊
 

§
5

科

i

“
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。料

)

且

：
又

，
是

非

差

：語

，

>

候
時
は
、今
迄
之
：通

.

質
地
k

_

:

入
候
#

者
、差
支

も

無
レ
之
候 

間
•

先
今
迄
之
.通

^可
：！

差
置1

事j.VJ

指
：令

し

て
禁
令
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.
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.

の
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k

存
せ

し
め
た

C

S

九〕

：
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か
く
の
如
さ
事
實

R

對

し

.て

當

時

の

識
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は

如

，
何

考
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へ

て

ね

た
か
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し

ろ
m-

外
k

も
蚯 

代
W
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し
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.
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く

0

r

民
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間
御
仁
慈
の
餘

3

、御
代
々
の

-

御
捉
に
、百
姓
の

.

田
地
永
代
鹭
も
言

乙
S

を
、御 

停
止
に
仰
出

3

れ
、世

：々

之

を
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W

へ
.
ざ
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首
辑

s

m

m

世
誠
S

ま

し
$

物
ド

て
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百
姓
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し

て

百
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を

か

せ
ぎ
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葛
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大
水
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1
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の
災
雛
k

か

，
A

m

は
病

惱

K

伏
し
“

ひ
の

一
外
成
事
^

逢
ふ
て
、
時

々

心

當
A

0:
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つ
る

、 

事
の
み
多
さ
物
な

6

、if
作
の

外

に

か
せ
ぎ
無
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之
：も
の

.

は
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ゾ
斗
右
の
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に
逢
ふ
て
、御
年
貢
に
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て
^

價
を
つ
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の
ふ
，

ベ
，，
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な
し
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し

^
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.
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別
成
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あ
A
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.元
：
來
賣
る
程
の
困

S
姓
段
々
殘
る
所
す
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な
さ
田
地
の
內
多
く
出 

し
.
て
は
跡
丨
て
又

&

世
す
へ
さ

»

な
し
依
て
親
類
寺
方
坏
賴
み
て
、

ft

內
半
分
永
代

*

し

<■
殘 

る
/

ゾ
を
//

持
し
渡
^
.
い
た
し
度
段

訴
訟
ず

ビ

tr
へ
ざ
、名

虫
年
寄
む

ざ

€
合
點
せ
ず
*
S

す
れ
ば 

段

々
其
瓦
姓

の

數
を
減

じ
、
餘
は
潰
る
、

の

外
な

1
' 

.....:
惣
じ
_

%

百
姓

^

限

ら

ず
、京

大

：阪
江 

P

表
、其
外
國
々
永
代

ビ

質
物

ビ

は
、
右

の

品
同
前
た
々
、然

r

も

永
' 

代
の
.

文
言
は
御
法
度
た
る

k
 

ょ
々
、乎
形
の
文
言
を
は

.

質
物
ど
し
て
、代
金
を

「

0

K

書
付
、重
て

m .
出
る
の
不
こ
相
成

*

k

し
て
、
 

資
質
す
る
世
の
中

ビ

な
れ
^

,

。

然
る
.

R

是
等
.

0 :
'

事
、叉

il
達
し
け
る
ど

や
、
頃
日

永
代
文
、言
の

^

 

倍
金
手
形

1

御
法
度

: s
m

か

れ
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に
.
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く
w >
l

ゆ
盼
緲
が
賢

f

r

い
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.

姓
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す
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て'
人
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ぞ
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時
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余
€

し
て
用
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辦
ぜ
ん
爲
成
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:

以
、高；直

R

成
迄
寶

€
は
す
る
事
也

」
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s

,o 

'
■

田
中
氏

.
IP

は
恭
府
の
能

東

€
し
て
知
ら
れ
、當
時
農
村
の
金
融
狀
態

^

つ

tr
て
,

悉
せ
る

が 

故
R
. 

Z
の
.

種
の
，言
そ
爲
し

fz

の一
か

も

知
れ
な
い
。
然
る

k

武
士

”

の
歸
農
ド
賛
成
す
る
荻
.生
狃 

徠
の

身

&

も

同
#

の，
結

論

ド

達

•
し

て

や

る
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く 
0

「
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地
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.實
買
ス
グ
事

®

照

営

〜

御
制
禁

.

也
ト

S

，
ノ

百
姓
ノ
田
地
ヲ
寶
ー
ズ
町
人

—

成

V

ヲ
制
シ
玉
ヒ
シ

.
«:
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.
無

V

古

v
:
S

分
田
ノ
事 

ヲ
取
違
へ
テ
、其
時
分
ノ
'學
苕
ノ

 

_

タ
グ
事
可
ゾ
成
由
宅
、家
財
、奴
婢

V

賣
買
ス
グ
事
古
法
也
，田
宅 

モ
.

奴
婢
モ
家
財
ナ
レ
パ
貧
二
ナ
リ
テ

，ノ
不&貝
シ
テ

M

ザ

y
.コ
ト
也

，ロ

分
印

ト

云
べ

+
ul

令
ノ
定 

ニ
ー
ス
，货

干

ニ

十

歲

4

テ
公
分
田
ヲ
賜
リ

-
グ、六
十
一

.

歲
エ
タ
洚
ヲ
返
ス
、ロ
分
由
ぐ
公
儀
へ
可
レ
返 

物
成
故
、寶質
ヌ
ぐ
コ

ト

ナ
ラ
ズ
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業
田
ト
云
つ
永
ク
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持
傅
へ
タ
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田
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是

、ノ
賜
タ
リ 

ト
雖
モ
賢
買
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ト

^

へ
シ
’

此
法
ヲ
以
ー
グ
見
々
時
メ
‘百
姓
ノ
田
地
ぐ
面

々

二
金
ヲ
出
シ
テ
買
タ 

ル
物
ナ
レ

.
.
V

是
ヲ
ゥ
：

V
.

コ.
ト，定
タ

\

道
理

.

也
、夫：ヲ
賣
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